情報科教育法  第12回目                                 　　     　　2005/07/02  太田

1. 試験情報

選択30問　次のページの問題DBから出します

http://www.ceres.dti.ne.jp/~gohome/Rika200411/
2. 課題　カードを安全or賢く使おう

加入するカードの賢い選択方法について調べなさい。

締め切り 7/10　e-mailで提出　件名 理科大課題0625: 氏名　学籍番号
3. 課題A.Bの提出
9月24日(土）又は10月1日 (土）に印刷したものを提出。

メールでは、課題のタイトルのみ。メールで添付して送った場合は減点の対象。
4. 夏休みの自由研究
NHKミニミニ映像大賞

http://www.nhk.or.jp/minimini/index.html

今年のテーマ「家族」　25秒きっかりの映像

締め切り:NHKの締め切りは9月20日　東京での講習会: 7月16日

授業での優遇処置

　応募作品の授業での公開  10点/　第一次審査通過 20点

チームは一組最大5名で実際に応募するひとはチームのメンバーを太田までメールする。
5.問題開発の方法 みんなの意見をまとめる、みんなで考える

（１）ＫＪ法（引用文献：情報科教育法）

本日: KJ法で「家族」とは何か考える
第1段階 考えなければならないテーマについて思いついた事をカードに書き出す。この時、1つの事だけを1枚のカードに書かなければならない。 

第2段階 集まったカードを分類する。この時、分類作業にあたっては先入感を持たず、同じグループに入れたくなったカードごとにグループを形成するのがよい。グループが形成されたら、そのグループ全体を表わす1文を書いたラベルカードを作る。以後は、グループをこのラベルカードで代表させる。グループのグループを作り出してもよい。 

第3段階 グループ化されたカードを1枚の大きな紙の上に配置して図解を作成する。この時、近いと感じられたカード同志を近くに置く。そして、カードやグループの間の関係を特に示したい時には、それらの間に関係線を引く。関係線は隣同志の間でしか引いてはならない。 

第4段階 出来上ったカード配置の中から出発点のカードを1枚選び、隣のカードづたいに全てのカードに書かれた内容を、一筆書きのように書きつらねて行く。この作業で、カードに書かれた内容全体が文章で表現され

(2) ブレーンストーミング

本日: ブレーンストーミングでどんなものを作るか考える。

ルール 司会を決める。

ａ．出されたアイデアを一切の批判しない。

ｂ．自由奔放に意見をだす。 

ｃ．（出来るだけ数多く の意見、アイデアを出す。 

ｄ．多くの意見、アイデアが出されててくなかで、それらのアイデアを結合させ改善し、より一層発展させていく。
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